


1．出入口（1）  

幅は内法を80cm以上  

とすること。  片引戸の関口幅  
80cm以上  

了冠  
●両関戸  
80cm以上  

［  

片関戸の間口幅  
80cm以上  

・     トー ＋  戸を設ける場合は、  

自動的に開閉する  
構造又は牽いす使  
用者が円滑に開閉  
して通過できる構  
造とすること。  
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聖賢＝コ ヒ  

引き戸  外開き（アルコープ付）  

○  ○  ○  望ましくない  

取っ手の形式   

（使い易い形状の例示）  

・キックプレート・安全ガラス窓  

安全ガラス窓の設置  

鞠紆β   
パニックバ  
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。
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望ましくない  

・すりつけの例  

－－－－－■‾  

○  

／・′  

○   

L＋  

×  △努力基準  

［コ参考基準  
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3．階   段  

階段及び踊場には、  

注意喚起用床材を敷  

設する。  

階段には手すりを設  

けること。  

側面が壁でない場  

合には側板又は立  
ち上がりを設ける。  

表面は粗面仕上げ  
とし、又はすべり  
にくい材料とする。  

段を識別しやすい  
もので明度差の大  
きいものとする。  

つまずきにくい構  
造とする。  

踏面は著しく突出  
させない。  

主たる階段は回り  
階段としない。  

ただし、構造上回  
り階段を設けない  

構造とすることが  
困難な場合におい  

ては、この限りで  
はない。  

×
 
 

×
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m
出
国
○
 
 

。
 
 

。
 
 

○義務基準  

△努力基準  

口参考基準  ●回り階段の例  ●回り階段以外の例   
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レベーター  
かごの床面積は1．83  

ポ以上とすること。  

＼ごの奥行きは内  

法135cm以上とする  

こと  

出入ロの有効開口  
幅は内法80cm以上  
とすること。  

かご内及び乗降口  
ピーには牽いす使  

用者が利用しやす  
い位置に制御装置  

を設けること。視  
覚障害者対応。  

乗降口ピーの幅及  
び奥行きはそれぞ  
れ内法を柑Ocm以上  

とすること。  

乗降口ピーには、  

かごの昇降方向を  

音声により知らせ  
る装置を設置する。  

ただし、かご内に  

出入ロの戸が開い  
た時に、かごの昇  

降方向を音声によ  
り知らせる装置が  

設置されている場  
合は、この限りで  
はない。  

・入口、幅、奥行の例  
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↓
ヨ
喜
○
巴
 
 

○義務基準  

△努力基準  

口参考基準  
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・車いすで利用できる便房例（2mX2mサイズ）  

200cm  

TJ「⊥           2  

腰掛便座、手すり等  
が適切に設けられて  

詞㊦  くつべら式押ボタン  

車いすから便器への乗り移り動作の例  

□参考基準   
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5．便 所（2）  

牽いす使用者が円滑  

に開閉して通過でき  

る構造とする。  

・車いすで利用できる便房例（1．6mxl．4mサイズ）  

出入口は引き戸又は  

外開き戸とする。  

便器の両側に手すり  

を設ける。  

車いすから便器への乗り移り動作の例  

・車いすで利用できる便房例（1．8mXl．2mサイズ）  

「竺－－－－－－1  

幸いすから便器への乗り移り動作の例  

このアプローチの場合座り心地か不安定であるこ  

とと、下着を全部脱かないと使用しづらいことな  

どから、公共トイレとしては好ましくありません。  

○義務基準  

△努力基準  

□参考基準  
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（   

・便房：  

便器の両側に手すり  

を設置すること。  

戸は引き戸又は外冒  

き戸とする。  

出入ロの幅は、内i  

・小便器  

01以上を床置式の／J＼  

便器とする。  

□ 周囲に手すりを言  

すること。   

便器の洗浄はくつぺら式、光感知式等容易なものとし、  

非常ボタンを設置します。  
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6．駐車場  
○  建物出入口に近い位  

置に車いす任用者用  

駐車施設を設ける。  

車いす使用者である  

旨の表示をする。  

・＼・福350ご・・、以上とする  

国際シンボルマーク  

幸いす使用者のみならず、すべての  
障害者が利用可能であることを  

示すマーク。  
△努力基準  

□参考基準   
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7．敷地内の通路  

・高低差がない場合  

排水溝は表面が滑り  

にくく牽いすのキャ  

スターが落ち込まな  

いものとする。  

有効幅員は120cm以  

上とする。  

歩道と車道を分離す  

るよう努める。  

誘導用床材を敷設す  

るか、または音声に  
より誘導する装置等  ・高低差がある場合 スロープ等を設けます。  

控郵や㍉ 

スロープ又は昇降機  

を設置する。  

スロープの表面は踊  

り場やスロープの前  

後部分の色彩と区別  

できるものとする。  

こう配は1／12を超  
えないこと。  有効幅員120cm以上（階段を併設する場合には90cm以上）  

高さ75～80c  

の位置に手す－  

スロープの代わりに  

特殊昇降機を用いて  

もよい。  

＋‡5cm以上の立上がり  

（または側壁）  

スロープ横断面図  

150cm以上の踊り場     十→1  

△努力基準  

□参考基準  
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8．洗面所  

・洗面器の最適高さ  
○ 水空に辛が届きやす  

いように奥行はなる  

ペく浅くする。  

十  婆  

レバ‾式水栓  

／   

又は光感知式  

○義務基準  

△努力基準  

＝参考基準   
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・高齢者・障害者に配慮したシャワー  ・出入口段差解消例  

すのこによる例   
キャスター付  
シャワーチェアー  
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10．客席等  

出入口付近に設ける。  
・車いすで利用できる観客席、スペース  

出入ロまでの段差を  

なくし、やむを得ず  
高低差がある場合に  

はスロトープ等を設置  

する。  

】末面は滑りにくい材  

料で仕上げ、かつ水  
平とすること。  

牽いす使用者席の後  

方に牽いす使用者の  

出入り及び転回に支  

障のない部分を設け  

ること。  

・観客席の例  

△努力基準  

口参考基準   
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11．受付カウンター等  

・カウンターの例  

45cm程度 30cm以上  

・電光掲示の例   



・公衆電話の例  

視覚障害者用タイヤル、聴覚障害者用音量増幅装置付受話器、上肢の巧緻障害  

者（こまかい手の動さができないことをいう）用プッシュホン式などの電話機  

もあります。   
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・電話台の設置例  公衆ファックス  
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休憩用の施設を設け  

るように努める。  

△  

杖使用者用ベンチの例  一般用ベンチの例   

33cm程度  

休憩コーナーのイスの例  

多目的便所の例  

ロ参考基準   
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14．授乳場所  

・授乳場所の例  
子ども連れの者が、  

授乳やおむつを取り  

替えることができる  

広さとす  【  

瞬間湯沸器   

［∃  流し台  

母乳専用コーナー イス   
70cm  

120cm  

カーテン  「▲面蒜  

90cm  

ベビーベッド  

65cm  
【  
≧120cm  

ベンチ  

7。。m  

ベビーベッド  

出入口  

内寸80cm以 

出入ロはベビーカー  

が通れる広さ（内  

80cm以上）とし、段  

差は設けない。  

入口は安全のため、  

オープンにするか、  

室内が見えるような  

窓付きの扉が望まし  

い。  

・ベビーシー トの例  
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16．券売機等  

・点字運賃表  

駅務員呼出口  

45cm～125cm程度  

金銭投入口  
点字テープ  

（全額表示）  

きっぶ出口  

けこみ20cm以上  
自動券売機  

・券売機の例   

カウンター下部スペース  

新型券売機  

【コ：＝【コココ＝工：ロコ：＝＝コ⊃【＝：コ   

巨∃  E∃  

［  
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17．案内表示等  

△ 高さ、照明、文字の  

大きさ等、高齢者等  
が見やすいものであ  

ること。  

点字案内板の例  触知図式案内板の例  

45cm程度  

一         ・・一一一一  

△ 点字による表示に努  
める。  

△ 車いすで利用できる  
便所がある場合は、  

表示する。  

△ 非常警報装置は共通  

事項参照。  

手すり点字テープ   

点字又は記号による表示  

・一体型避難誘導灯  

光点滅装置  

（フラッシュライト）  

誘導吾スピーカー  

○義務基準  

△努力基準  

□参考基準   
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衣室等  
出入口の有効幅は  
80cm以上とする。   

・更衣室  ・シャワー室   

有効開口帽  
80m以上  



奥行を140cm以上とした場合には幅を  

160cm以上とすることが出来ます。  
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20．改札口等  

・改札口の整備例  
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・幸いす対応型エスカレーターの例  

正常段差となるまで5枚分  

1200型（参考値）   

内法100cm  
－－－ －              －   

エスカレーター  
位置表示  

（点状ブロック）  

・エスカレークー表示  

国  ○  ○  帽    ○ ○ ○  ○ ○ ○        ○  ○  
イト一手すり   手すり－－＋  
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・エスカレーターの例  

固定手すり 乗りロ  
120cm以上  

定常段差まで5段  

100cm以上  120cm以上   120cm以上  100cm以  

車いす運転切換スイッチ  

（単位＝m）  
（単位＝mm）   
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